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［２］研究経過 
 世界一の長寿国である我が国では 65 歳以上の高齢

者人口は総人口の25.0％を超え、2035年には33.4％
となると推計されていることから、確実に健康寿命を

延ばしていくことが社会資源や医療制度を維持する

ために必須である。中でも、高齢者のADL／QOLや

生命予後に大きく影響するのが転倒・骨折であり、要

介護となる原因の約12%に上る。さらに近年、要介護

の前段階で可逆的な虚弱の状態であるフレイルが注

目され、身体的要因である筋力・筋量の低下も大きな

原因である。このため、骨粗鬆症やフレイルの予防や

早期介入の社会的要請は大きく、早期に骨折リスクや

筋量低下を捉える画像検査の役割がさらに増してい

る。 
協力施設である仙台星陵クリニックでは、超音波を

用いた QUS（quantitative ultrasound）法で骨密度

を測定し、骨塩量低下がみられた患者には、内服治療

と並行して、管理栄養士による食事指導を行い、体操

教室で筋量の維持を図っている。また、必要に応じて

東北大学病院加齢・老年病科の画像外来に紹介し、

DXA（dual-energy X-ray absorptiometry）法を用い

て精査している。しかし、QUS法とDXA法の結果に

はしばしば乖離がみられるのが問題となっている。 
現在のガイドラインではDXA 法が骨粗鬆症診断の

標準的な手法とされているが、専用の設備が必要であ

り、スクリーニングや高齢者診療の大部分を担う一般

内科医には使用が困難である。本研究では施行が容易

な QUS 法、現在の標準的な検査であるDXA 法、そ

して近年骨質や筋量の精密な検討法として研究が進

められているMRI の 3 つの画像のモダリティを組み

合わせ、より臨床的利用価値の高い骨粗鬆症およびフ

レイルの評価方法を検討する。あわせて栄養指標につ

いても評価を行い、食習慣と骨粗鬆症、フレイルの関

係を検討している。 
 得られたデータの分析や評価については、申請者と

加齢・老年病科高野、星陵会山口、加齢研側スタッフ

とでミーティングを開催し、討議を行った。来年度は、

昨年度得られた脳形態と骨密度の相関に加え、脳血流

との関連についても解析を進める方針である。 
 

 
 



 

［３］成果 
 （３－１）研究成果 
これまでに解析した脳 MRI と DXA のデータと合

わせて、脳血流SPECTによる脳血流と骨密度の関連

についてデータを解析。低骨量状態（osteopenia）の

高齢女性に対象を絞り、アルツハイマー型認知症（AD）

と非認知症群における骨密度の低下を検討した。55症

例についてデータベースの構築を行い、レトロスペク

ティブに横断解析による検討を行った。SPECT の

SEE解析による脳皮質62領域の平均Z-scoreとの関

連を分析した。その結果、早期ADで影響を受ける領

域を中心とした 14 の局所脳領域で、AD 群では脳血

流が低下していた。この結果について、下記の学会で

成果報告した。また、DXAと脳MRIとの関連につい

て、論文作成した。 
学会発表： 
1. Hypoperfusion in the posterior cingulate cortex is 
associated with lower bone mass density in elderly 
women with osteopenia and Alzheimer’s disease
（European Congress of Radiology 2020, Vienna  
July 15-19, 2020） 
論文： 
1. Takano Y, Tatewaki Y, Mutoh T, Morota N, 
Matsudaira I, Thyreau B, Nagasaka T, Odagiri H, 
Arai H, Taki Y. Voxel-based morphometry reveals 
correlation between Bone Mineral Density loss and 
reduced Cortical Gray Matter Volume within 
Alzheimer’s disease-related regions. Front. Aging 
Neurosci. 12:178. Doi: 10.3389/fnagi. 2020.00178. 
 
（３－２）波及効果と発展性など 
本共同研究により、東北大学病院放射線部、加齢・

老年病科、医療法人星陵会の三者と加齢研との交流が

さらに活性化した。2018年度は、アルツハイマー型認

知症に関わる脳領域である左楔前部の灰白質体積と、

大腿骨頚部の骨密度とに有意な正相関がみられると

いう、新規知見を得ることができた。2019年度は、脳

形態に加えて SPECT による脳血流の評価が加わり、

左後部帯状回が高齢女性の骨密度と有意に相関して

いるという結果が得られた。2020 年度はこれらのデ

ータを総括し、骨密度と脳の後部帯状回や近接する楔

前部が、アルツハイマー病の病理背景を持つ群で関連

している「骨-脳連関」が示唆される結果が得られた。 
 本研究を通じて、骨密度が身体的な加齢だけでな

く、脳の加齢や変性疾患にも臨床的バイオマーカーと

して有用であることを示すことができれば、高齢者診

療に大きな発展をもたらすことが期待できる。 
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